
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１４年７月２７日 

№126 

 
７月１５日付報道の「居所実態が把握できない児童数」を見て… 

縦割り行政の弊害？ 職員の意識の問題？ 

■東大和市は東京都２６市中、最多数 
 
…７月１５日付けの報道で発表になった「居所実態が
把握できない１８歳未満の子どもの人数」は、近年多
発している児童虐待を防止する等のために、住民票が
ありながら所在が確認できない子供の実態調査を国が
初めて実施した結果です。これは今年５月１日現在で
学校に通っていなかったり、乳幼児検診を受けていな
かったりするなど行政機関が本人や保護者と連絡が取
れない１８歳未満の子供の数を報告するよう厚生労働
省が全国の区市町村に求めたことに対し、各自治体が
調査し報告を行ったものですが、東大和市は東京都  
２６市中最多数の１７人という結果でした。ちなみに、
この調査報告によると３７８人の児童の居所実態が把
握できないとなっています。 

…今回の結果について市は『①乳幼児健診、予防摂取
等の保健・福祉サービスを受けておらず、連絡・接触
が図れない家庭の児童、②保育事務、児童手当などの
実施事務において連絡・接触が図れない児童、③就学
児健診や学校基本調査等において連絡・接触が図れな
い家庭の児童について、６月２３日報告時点では  
２４名だったが、その後、訪問調査等を実施した結果
７月８日報告時点では１７名だった。今回はその数値
が東京都から報道機関に報告されたものだ』とし、  
また、この１７名については書類上の所在確認は現在
はできているとのこと。今後は、この１７名に対し家
庭訪問等により「目視による安全確認」を実施し、東
京都に報告することになっています。 
 

■関連する部署は 
 
…今回の調査について東大和市では『子育て支援課』
が取りまとめ課となり、関係各課に調査依頼を行いま
した。今回の報道では２６市中、最多人数となってし
まったこともあり、庁内では数字の精査方法について
確認を行ったようで、その結果、１７名については書
類上では確認が出来る状況であることがわかったた
め、上記の内容が市議会議員に情報提供されました。 

…児童の居所実態についての責任は行政だけではな
く、保護者の責任もあるということは言うまでもあり
ません。また、この調査結果で２６市中最多人数を把
握したことについては「最多だから悪い」というふう
に簡単に結論づけることではないと思います。 

しかし、報告する調査結果が報告前にきちんと確認さ
れていない数字だったということは問題。どのように
関係各課と連携して調査を進めたのか疑問です。取り
まとめをする『子育て支援課』はもとより、関係各課
の職員は今回の結果について興味関心はなかったのだ
ろう 

 

 

ろうか、数字を事務的に報告して終わりにしている
というようなことはないだろうかと考えてしまい
ます。 

…良い数字を作るというような作為的なことは良
いことではありませんが、出てきた数字を見て、そ
の背景に何があるのか、他の課の結果と自身の課の
結果に重複はないのか等、自分が関係していること
に対して関心を持つ、深く考えるためのアンテナを
各職員が持っていれば、１７人という数字について
精査を行ってから東京都に報告できたはずだと思
いました。 
 

■縦割りではなく横の連携とは 
…尾崎市長は、議会の答弁などを含め、日常的に「横
の連携で業務を進めるように」と発言をしていま
す。確かに、市の事務事業の進め方を見ていると、
複数の部署が携わっているものを以前より多く目
にします。しかし、事務的に「携わる」ということ
が真の連携ではないと感じることが度々あること
も事実です。今回の報道結果を見た多くの市民が
「東大和市が把握していない児童数は“やっぱり”
最多なのか」と感じたのではないかと思います。 
なぜ“やっぱり”なのか。それは、日常的に触れる
行政の発信などから市民が市に持つイメージだか
らです。 

…その後の調査では１７名について書類上は把握
できているので実際には大きな問題はないという
ことなのかもしれません。しかし、実害がなかった
としても、今回の報道を見て、市民が「東大和市に
住んでいて良かった」と感じるでしょうか。 

…市は職員研修では「市民をお客様だと思って接遇
するように」としていますが、その延長線上として
市民が目にする、耳にする情報に対する詰めが甘い
と感じることは沢山あります。こういうことの積み
重ねが市のイメージにつながるということに対す
る意識が足りない現れだと思います。 

…「都や国からの業務が増えて人手不足だ」という
事実もありますが、まずは「その業務の後ろにある
意味」「どうすれば意義のある仕事になるか」とい
う想像力をもっと職員が身に付けることが必要。 
それがなければ、横の連携は生きてこないことはも
とより、市民の期待に応えることはできないと考え
ます。今回の調査結果というより、その進め方は市
の事務の進め方の問題の現れです。本質的な改善が
必要だと感じました。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 開催日時 場所 内容 問合せ 

平和祈念・ 
戦争資料展 

8 月１日～8月 29日 
午前８：３０～午後５：００ 
（土曜日は正午まで、 

日曜日は除く） 

市役所 
1 階ロビー 

・広島、長崎被爆写真パネルの展示 
・広島平和記念公園内「原爆の子の
像」へ送る折り鶴の制作 

市役所 
企画課 

市政情報コーナー展示 
「平和月間」 

8 月１日～8月 29日 
午前８：３０～午後５：００ 
（土曜日、日曜日は除く） 

市役所 
３階 

市政情報コーナー 

・平和月間の平和関連事業の紹介 
（平和市民のつどい、平和文集等） 

市役所 
文書課 

非核・平和図書展 

8 月１日～8月 25日 
午前８：３０～午後５：００ 
（各図書館の休館日は
除く） 

中央図書館 
桜が丘図書館 
清原図書館 

・非核、平和に関連する資料の   
展示、貸出 

【テーマ：戦後の記録】 

開催場所
の図書館 

戦争と平和について考え
る見学会 

8 月 6日 
午前９：００～午後４：００ 
（予定） 

【埼玉ピース 
ミュージアム】 

【地球観測センター】 

・バス見学会  定員：40人 
・申込締切：７月１９日 
・対象：小学生 

中央 
公民館 

ロビー展示 
「多摩の戦跡写真パネル
展」 

8 月 9日～8月 31日 
午前９：００～午後５：００ 
（休館日は除く） 

郷土博物館 

・多摩地域に残る戦災遺跡等の写
真パネルの展示 

郷土 
博物館 

第１０回 
平和市民のつどい 

8 月 8日 
午後５：２０～午後７：００ 
（旧日立航空機変電所
の特別公開は午後２：００
～） 

都立東大和南公園 
平和広場 

（旧日立航空機 
変電所周辺） 

・旧日立航空機変電所の特別公開
及び刊行物の販売 

・慰霊塔及び追悼式のパネル展示 
・平和コンサート 
・戦争体験記の朗読 
・広島平和記念公園内「原爆の子の
像」へ送る折り鶴の制作 

・「核兵器禁止条例」の早期実現を
目指した署名コーナー設置 

・平和文集及び日本国憲法の配布 

市役所 
企画課 

 

■毎年８月は平和月間 
…東大和市は恒久平和を願って平成２年 10月１日に「平和都市」であることを宣言したことを受け、平成 14年
からは毎年 8月を平和月間としています。この 1ヶ月間には、平和意義の高揚を図るという目的のもと、様々
な「平和月間事業」が実施されます。主な事業は例年どおりですが、今年はメイン事業でもある「平和市民の
つどい」の内容が充実されています。「戦争体験記」の朗読は今年初めて行われるものですが、この企画は、こ
の催しの意義がより市民に伝わる良い企画だと思います。 

…一方で、もっと多くの市民の方が興味や関心を持ち、様々な企画に参加するような工夫はまだまだ必要だとい
うことも否めません。「平和市民のつどい」には、私も毎年参加していますが、参加する市民の数は「市民のつ
どい」と呼ぶには少ないと感じています。この催しは夕方から開催されるので、例えば市内の子ども達が制作
した「行灯（あんどん）」のようなもので公園内を照らすなど、普段とは違った雰囲気を市民参加で作り出し、
通りすがりの人も足を止める、参加してみたいというような工夫も必要です。そして将来的には東大和市の夏
の風物詩となるくらいの「市民のつどい」になるような企画も期待するところです。 

…戦争の記憶が薄れていることが問題視されている昨今ですが、この平和月間をマンネリ化させないとともに、
今後さらに、都内でも数少ない戦災遺跡の「旧日立航空機（株）変電所」をより多くの方に知ってもらえい、
平和について考えてもらえるような「平和月間」になることを期待します。 

 

■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0005 東大和市高木３－２７４－２－１０２   

 

【プロフィール】 

１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップを発揮し、小学校
で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は群馬の山奥の
小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・生徒から親しまれた。
／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。店頭
公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人
材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じ
る。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政
治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 
東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 

毎年恒例の『平和月間』 

今年の内容は去年より充実。更なる市民参加を目指して 


